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Ⅱ 研究活動 

 

【基礎研究】 
 

1. オートファジーに注目した悪性神経膠腫に対する新たな治療法の展開 

2. MGMT活性、IDH1 mutationの解析に基づく悪性神経膠腫の病態研究 

3. フラビン蛍光イメージングを用いたてんかん発作発生機序の解明 

4. ラット脳幹グリオーマモデルに対するCED(convection-enhanced delivery)法に関する研究 

5. 先進的3次元工学を利用した脳神経外科手術シミュレーション／トレーニングシステムの開発・臨床応用 

6. Multi-parametric MRIを用いた虚血性脳血管障害の病態解析 

7. Neuromodulation を用いた感覚運動野皮質における機能代償機転の解明－fMRI を用いた研究 

8. 近赤外分光法を用いた術前機能評価、てんかん焦点の病態解析 

 

【臨床研究】 

1. 悪性神経膠腫 

2. 間脳・下垂体腫瘍 

3. 小児脳腫瘍、先天奇形 

4. 頭蓋底腫瘍 

5. 機能性疾患 

6. 虚血性脳血管障害 

7. 脳動脈瘤、脳動静脈奇形  

8. 脊椎・脊髄疾患 
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Ⅳ 共同研究 

中枢神経原発悪性リンパ腫のマイクロRNA発現解析 

新潟大学脳研究所 京都府立医科大学 千葉大学 山口大学 




